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数と式
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「③より，」とかこう。
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途中までの方針はよかったよ！
次は，連立不等式をつくることについて，
次ページで見直そう。
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1.  3種類の硬貨の枚数を文字でおき，関係式をつくる

変数をうまく設定し，４つの関係式をつくることができたね。
この問題は，求めるもの，与えられた条件，ともに硬貨の枚数なので，素直に，3種類の硬貨の枚数を３つ
の変数とおくのがよいね。
そして，硬貨の枚数と合計金額から2つの方程式を立てて，「500円硬貨の枚数が最も少ない」という条件
から，2つの不等式を立てることがポイントだ。

2.  文字を1種類に統一し，その文字についての連立不等式をつくる

3種類の文字を含む関係式が得られたので，
この後，文字を1種類に統一することを考えた
のはよい。ただし，ミスがある。
不等式の計算では，不等号の向きに注意して，
1行1行確認しながら計算を進めるようにしよう。
その後は，2つの方程式を解いて，y, zをそれぞれ
xで表してみよう。これをSTEP1で得られた，
それぞれについての不等式 x＜y, x＜zに代入する
ことで，xについての連立不等式をつくることが
できる。

3.  連立不等式を解き，3種類の文字の値を求める

ここでは，1種類の硬貨の枚数について得られた不等式から，値を絞っていこう。変数は硬貨の枚数である
ことから，「整数」であることに気づくことがポイントだ。不等式を満たす整数値を考えてみよう。
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途中でわからなくなってしまったとのこと，おしかったですね！
yをxで表すまではきちんと求められていたけれど，その次がうまくできませ
んでした。
作った方程式と不等式から，xについての連立不等式をつくると，xの値を求
めることができますね。行き詰ったときは，与えられた条件をすべて使って
いるかと確認するとよいですよ。
また，計算ミスもありましたね。文章題の基本的な解き方はマスターできて
いるので，不等式の問題にたくさん取り組むことで，計算力を身につけるよ
うにしましょう。
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この単元での観点
キミの
結果

知っていることに
つなげる

種類ごとに硬貨の枚数を文字でおいている

解答方法を組み立てる

条件を正しく読み取り,２つの方程式を立てている

３種類の効果の数の大小を正しく式に反映している

変数を統一し,条件から取り得る値の範囲を絞り込んでいる

採点者に伝える

何をどの変数にしたか,明確に記述している

変数のままでなく,問題文に合わせた表現で答えを書いている
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